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 原
子
力
災
害
か
ら
の
イ
メ
ー
ジ
回
復
等
に
つ
い
て
の
財
源
の
確
保
と
国
に
よ
る
対
策
を
求
め
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意
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提
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の
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（
別
紙
） 原

子
力
災
害
か
ら
の
イ
メ
ー
ジ
回
復
等
に
つ
い
て
の
財
源
の
確
保
と
国
に
よ
る
対
策
を
求
め
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意
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書 

 

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
原
子
力
災
害
は
、
本
市
の
イ
メ
ー
ジ
を
毀
損
し
、市
民
生
活
あ
る
い
は
本
市
産
業
全
体
へ
甚
大
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
。 

ま
た
、
事
故
か
ら
一
年
六
カ
月
以
上
が
経
過
し
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
世
の
中
の
関
心
が
薄
れ
て
い
く
こ
と
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
中
で
、
本
市
は
、
イ
メ
ー
ジ
回
復
や
風
評
被
害
対
策
に
資
す
る
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
問
題
の
全
面
的
な
解
決
に
は
、
相
当
の
予
算
措
置
と
期

間
が
必
要
で
あ
る
。 

本
市
の
風
評
被
害
対
策
等
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
国
の
震
災
復
興
特
別
交
付
税
等
に
よ
り
、
措
置
さ
れ
て
い
る
部
分
も
あ
る
が
、
本
市
の
イ
メ
ー
ジ
を
震
災
前
の

状
態
ま
で
回
復
さ
せ
、
風
評
被
害
を
一
掃
す
る
ま
で
の
期
間
、
十
分
な
財
源
が
確
保
さ
れ
る
か
は
不
透
明
で
あ
る
。 

ま
た
、
イ
メ
ー
ジ
の
回
復
や
風
評
被
害
対
策
に
有
効
な
国
内
外
へ
の
適
切
な
情
報
発
信
、
広
報
に
よ
る
対
策
は
、
費
用
対
効
果
の
検
証
が
難
し
く
、
全
面
的
な
問
題
解
決

に
至
る
ま
で
、
財
源
の
確
保
を
含
め
地
方
自
治
体
単
独
で
対
応
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
国
策
と
し
て
原
子
力
政
策
を
推
進
し
て
き
た
責
任
に
よ
り
、
原
子
力
災
害
か
ら
本
市
の
イ
メ
ー
ジ
が
十
分
回
復
し
、
風
評
被
害
を
払
拭
す
る

た
め
次
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。 

一 

原
子
力
災
害
の
被
災
自
治
体
に
お
い
て
、
イ
メ
ー
ジ
の
回
復
や
風
評
被
害
対
策
の
た
め
の
情
報
発
信
、
広
報
を
行
う
に
あ
た
り
、
全
面
的
な
問
題
解
決
に
至
る
ま
で
の 

 

間
、
国
に
お
い
て
あ
ら
か
じ
め
十
分
な
財
源
を
確
保
す
る
こ
と 

二 

原
子
力
災
害
の
影
響
は
広
範
囲
に
わ
た
り
、
被
災
自
治
体
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
が
国
内
外
に
広
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
福
島
復
興
再
生
基
本
方
針
を
踏

ま
え
つ
つ
、
さ
ら
に
国
に
お
い
て
も
直
接
、
有
効
な
対
策
を
検
討
し
、
問
題
の
解
決
に
向
け
て
一
層
の
推
進
を
図
る
こ
と 

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。 

  
 
 

平
成 

 

年 
 

月 
 

日 

福
島
市
議
会
議
長 

 

粕 
 
 

谷 
 
 
 

悦 
 
 

功 

 
 

衆

議

院

議

長 
 

 

 
 

参

議

院

議

長 
 

 

 
 

内

閣

総

理

大

臣 

 
 

総

務

大

臣 

 
 

財

務

大

臣 

 
 

復

興

大

臣 

 

（
提
案
理
由
） 

 

国
に
対
し
、
原
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力
災
害
か
ら
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イ
メ
ー
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回
復
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の
た
め
財
源
の
確
保
や
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国
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直
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有
効
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対
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進
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見
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提
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す
る
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あ 

て 

（
別
紙
） 道

路
除
染
方
法
の
柔
軟
な
選
択
を
認
め
、
除
染
経
費
へ
の
財
政
措
置
を
求
め
る
意
見
書 

 

本
市
は
、
放
射
性
物
質
汚
染
対
処
特
別
措
置
法
に
よ
る
除
染
実
施
計
画
で
あ
る
福
島
市
ふ
る
さ
と
除
染
実
施
計
画
を
策
定
し
、
住
民
の
不
安
を
早
く
解
消
し
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
故
郷
を
取
り
戻
す
た
め
に
懸
命
に
除
染
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、国
に
よ
る
財
政
措
置
の
対
象
は
、環
境
省
が
定
め
た
除
染
関
係
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
い
、

放
射
線
量
低
減
対
策
特
別
緊
急
事
業
費
補
助
金
取
扱
要
領
（
取
扱
要
領
）
に
示
す
除
染
方
法
で
実
施
さ
れ
た
も
の
の
み
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
他
の
除
染
方
法
を
用
い
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
場
合
は
、
個
別
に
環
境
省
と
の
協
議
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
年
間
追
加
被
ば
く
線
量
が
一
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
に
な
る
ま
で
何
度
も
除
染
を
実
施
し
た
場
合
等
の
財
政
措
置
に
関
し
て
も
同
様
に
協
議
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
。 こ

の
間
、
国
や
福
島
県
な
ど
に
よ
り
除
染
に
関
す
る
モ
デ
ル
事
業
や
新
技
術
の
実
証
試
験
等
が
行
わ
れ
、
除
染
関
係
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
取
扱
要
領
に
示
さ
れ
て
い
る
方
法

よ
り
も
効
果
的
な
除
染
方
法
が
種
々
報
告
さ
れ
て
お
り
、
道
路
の
除
染
に
お
い
て
も
、
超
高
圧
水
洗
浄
や
路
面
の
削
り
取
り
等
で
高
い
除
染
効
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。 

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
効
果
が
確
認
さ
れ
た
新
た
な
除
染
方
法
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
除
染
関
係
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
沿
っ
て
い
な
い
方
法
で
の
除
染
や
効
果
が
低

か
っ
た
場
合
の
再
除
染
の
実
施
に
は
、
そ
の
つ
ど
国
と
の
協
議
が
必
要
と
な
る
た
め
多
く
の
時
間
と
労
力
を
要
し
、
結
果
的
に
除
染
は
遅
れ
、
住
民
の
不
安
解
消
も
遅
れ
る

こ
と
と
な
っ
て
し
ま
い
、
ま
た
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
、
国
に
よ
る
財
政
措
置
も
行
わ
れ
な
い
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
道
路
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
が
登
下
校
の
際
に
ほ
ぼ
毎
日
通
行
し
た
り
、
歩
行
者
が
通
行
す
る
歩
道
部
分
と
主
に
車
が
通
行
す
る
車
道
部

分
と
で
は
、
利
用
状
況
や
そ
こ
か
ら
受
け
る
影
響
に
対
す
る
利
用
者
の
不
安
感
な
ど
が
全
く
異
な
り
、
求
め
ら
れ
る
除
染
効
果
や
除
染
速
度
も
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
こ
れ

ら
へ
の
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。 

よ
っ
て
、
政
府
に
お
い
て
は
、
道
路
の
除
染
方
法
に
関
す
る
協
議
を
簡
素
化
し
、
除
染
実
施
者
が
そ
の
場
所
に
適
し
た
除
染
方
法
を
速
や
か
に
か
つ
柔
軟
に
選
択
す
る
こ

と
を
認
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
除
染
経
費
も
国
に
よ
る
財
政
措
置
の
対
象
と
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。 

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。 
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道
路
の
除
染
実
施
者
が
除
染
方
法
を
柔
軟
に
選
択
す
る
こ
と
を
認
め
、
そ
の
除
染
経
費
も
国
に
よ
る
財
政
措
置
の
対
象
と
す
る
こ
と
を
政
府
に

強
く
求
め
る
た
め
、
本
意
見
書
を
提
案
す
る
。 


